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ポイントとなるのは美しさ。競技では決められた時間内に木造

小屋組を製作し、その出来栄えを競います。作業はたくさんの

工程に分かれ、それぞれに高い精度が求められます。特に部

材の木削りでは、断面の寸法の正確性が必要となるため、よく

切れるカンナとその調整が必要です。技能

はもちろん道具への知識とこだわりがあっ

て、初めて素早く正確な作業ができて美し

い建造物が建てられるのです。

練習で鍛えた自慢の腕と技で
ものづくりを極める!

真剣に木へ向きあって美しく正確な建造物を建てる
主に木造での建築に従事する職人を指す「建築大工」。木造建築物を建てるには、墨

付け、加工、建方、造作取付けなどの技術が必要です。競技では、課題図に示された複

雑な形状の木造小屋組の一部を製作し、その技術・技能や出来栄えを競います。現寸

図→部材の木削り→墨付け→加工仕上げ→組立ての順で進められる競技は2日間、

12時間にわたり、素早く正確な作業であることはもちろん、仕上がりの美しさが求め

られます。選手たちの木に真剣に向き合う姿勢にも注目です。

様々な困難があると思いますが、作品を
作り終えた達成感や上達していく楽しさ
もあるので、是非挑戦してください！

競技について 競技時間：2日／12時間

今年の競技課題は『柱建て小屋組』の製作です。基本となる現寸図を早く

正確に完成させ、1.5mm増し程度のたくさんの部材を、現寸図を基に

高精度な範囲で木削り、墨付け、加工し組立てていく。建築大工としての

基本から応用まで、幅広い技能を駆使して各作業を実施します。

競技職種と生活との関わり

日本は、木造建築が盛んな国の一つです。木造建築を建てる上で欠かすことので

きない存在、それが現場で働く大工さんたちです。多くが建設会社や工務店に勤

務し、様々な木造建築の建築や修理の現場で活躍しています。近年、木造建築そ

のものの需要は低下しつつありますが、木造住宅や寺社仏閣の数は一定程度に

維持されており、技術に長けた大工さんの必要性は変わりません。後継者不足の

深刻化により、若い世代の大工さんは重宝される傾向にあります。

前回大会金メダリストからメッセージ！

近藤 進主査
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